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　今回、“技術士の目”への寄稿の機会をいただい

たが、既に寄稿された皆さんのような専門的なセン

スには疎いため、何を書こうか悩んだ末、シンプル

に今、行政側の“技術士”の存在についてふと思う

ことを、私の生い立ちを振り返りながら紹介するこ

ととする。

　私が県に採用された昭和の終わりから平成一桁の

頃と言えば、まだ周囲に資格取得の必要性が漂う雰

囲気はなく、先輩達や請負技術者の方々からの“経

験論”を中心とした教育により、土木の“いろは”

を学んでいた。現場でのトラブルは請負業者が淡々

と処理してくれることも多く、頻繁に現場に出向か

なくても現場は立派にできている、そんな時代であ

る。そのようなぬくぬくとした環境下で、専門用語

を覚えた程度でも立派に「監督員」を名乗り、あた

かも自分の現場が完成したような満足感を得ていた

のかもしれない。

　時は流れ、平成も二桁に入ると入札契約適正化法

や品質確保法等に関連し、資格重視の風潮が我々公

務員にも徐々に浸透していった。周囲にも資格を取

得する職員がちらほら現われ、私も40代に迫った頃、

ようやく重い腰を上げて資格取得への挑戦を始め、

技術士資格も手に入れた。いざ、資格を取得して改

めて感じたこと、行政に携わる者が資格を取得する

ことは決して無意味ではないこと。もちろん我々に

は資格に対する給与手当があるわけでなく、資格に

応じた職場配置の考え方もない。しかし、資格取得

による技術能力の研鑽、業務遂行時の自信、有資格

者同士の交流、仕事相手からの信頼（多少なりとも

あろうか？）は何事にも代えがたいメリットである

と改めて思うところである。

　さて、いざ資格を取得し“技術士”を名乗る権利

は得たものの、行政の立場で技術士として何ができ

るのであろうか、しばらく考えた。県職員の中にも

かなりの人数の技術士はいるが、技術の研鑽以外に

目に見える形で業務に反映させる機会はほとんどな

い。しかし、数年間技術士会の活動に携わり、技術

士同士の交流を重ねてきた中でようやく気付いたこ

とがある。それは、産・学・官それぞれの技術士は、

立場毎に異なる得意分野を持ち合わせていること。

もちろん“産”や“学”で活躍する技術士の方々の

技術専門能力には遠く及ばない（少なくとも私は…）

が、我々“官”の人間は公平性、公正性の下におい

て県民の利益を追求する能力が日々培われている。

　激甚化する自然災害への備え、少子高齢化の中で

の限られた財源を駆使した効率的なインフラ整備、

維持管理。その他にも柔軟な思考で解決しなければ

ならない課題が山積する今こそ産・学・官の連携は

極めて重要であると考える。技術士も、産・学・官

が今まで以上に連携し、それぞれが持つ得意分野を

融合させれば相乗効果により極めて高いポテンシャ

ルを引き出すことができるのではなかろうか。抽象

的な表現しかできないが、できることからコツコツ

とやっていければいいと思っている。公務員として

奉職する我々には、業務上の利害関係について細か

な留意を求められるが、一方、技術士法において公

益確保の責務を負う技術士間の連携はむしろ積極的

であるべきと考える。そのような観点から、技術士

会岩手県支部の各研究会への研究の場（現場）の提

供や、職場研修における技術士会会員の講師への招

聘などに数年前から取り組んでいる。このような取

組がやがて県民の利益につながるものであることを

周囲と共有しつつ、徐々に活動の幅を広げていきた

いと思う今日この頃である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

県沿岸広域振興局　　　　　　　

　県沿岸広域振興局は３日付で、

総合評価落札方式で実施する二級

河川大槌川筋大柾橋下地区ほか河

川災害復旧（１災121号、122号）

工事など５件を公告した。入札参

加希望者は入札参加申請書を電子

入札システムにより11日正午まで

に提出すること。入札は18日（２

件）、26日（３件）を予定している。

▽二級河川小鎚川筋古廟橋上下地

区河川災害復旧（１災119号）

工事（簡易２型）

施行地　大槌町古廟橋上下地内

工　期　346日間

工事内容　復旧延長85ｍ、右岸85

ｍ、石張工638㎡、小口止工３

カ所、雑工30ｍ

予定価格　2917万5000円

入札参加資格　土木工事Ｂ級資格

者で、沿岸広域振興局（本局、

宮古地区、大船渡地区）または

県南広域振興局（花巻地区、北

上地区）の区域に建設業法に基

づく主たる営業所を有すること

開札予定時間　10時

▽主・釜石遠野線上早栃地区道路

災害復旧（１災２号）工事（簡

易２型）

施行地　釜石市橋野町上早栃地内

工　期　178日間

工事内容　施工延長37.3ｍ、落石

防護網工480㎡、ロックボルト

工99本、資材荷揚げ工１式、土

留・仮締切工60袋

予定価格　3624万9000円

入札参加資格　法面処理工事資格

者で、沿岸広域振興局（本局、

大船渡地区、宮古地区）または

県南広域振興局（花巻地区、北

上地区）の区域に建設業法に基

づく主たる営業所を有するこ

と。2004年４月１日以降に、元

請けとして140㎡以上の落石防

護網工事を施工した実績を有す

ること

開札予定時間　10時15分

※以上２件

入札予定日時　2020年３月18日17

時まで

開札予定月日　2020年３月19日

▽二級河川大槌川筋深渡橋下地区

ほか河川災害復旧（１災62、63

号）工事（簡易２型）

施行地　大槌町字槌町字深渡橋下

地内ほか

工　期　342日間

工事内容　復旧延長75.9ｍ、連節

ブロック張工430㎡、コンクリ

ートブロック張工334㎡

予定価格　4787万6000円

入札参加資格　土木工事Ｂ級資格

者で、沿岸広域振興局（本局、

宮古地区、大船渡地区）または

県南広域振興局（花巻地区、北

上地区）の区域に建設業法に基

づく主たる営業所を有すること

開札予定時間　10時

▽二級河川大槌川筋大柾橋下地区

ほか河川災害復旧（１災121号、

122号）工事（簡易２型）

施行地　大槌町字大柾橋下地内ほ

か

工　期　342日間

工事内容　復旧延長227.4ｍ、平

張コンクリートブロック2873

㎡、吐口工１式

予定価格　１億7167万5000円

入札参加資格　土木工事Ａ級資格

者で、岩手県内に建設業法に基

づく主たる営業所を有するこ

と。土木工事業に関する特定建

設業の許可を有していること

開札予定時間　10時15分

▽一・桜峠平田線平田地区道路災

害復旧（１災64号、65号、66号、

67号、68号、69号、123号、124

号、126号、127号）工事（簡易

２型）

施行地　釜石市平田地内

工　期　218日間

工事内容　施工延長570.5ｍ、プ

レキャストＬ型擁壁工171ｍ、

コンクリートブロック積工59

㎡、アスファルト舗装工746㎡、

路側防護柵工357ｍ、工事用道

路工１式

予定価格　7394万1000円

入札参加資格　土木工事Ａ級資格

者で、沿岸広域振興局（本局、

大船渡地区、宮古地区）または

県南広域振興局（花巻地区、北

上地区）の区域に建設業法に基

づく主たる営業所を有すること

開札予定時間　10時30分

※以上３件

入札予定日時　2020年３月26日17

時まで

開札予定月日　2020年３月27日

▼以上５件

参加申請書の受付　2020年３月11

日正午まで

………………………………………

県大船渡地域振興センター　　　

　県沿岸広域振興局大船渡地域振

興センターは３日付で、総合評価

落札方式で実施する二級河川川原

川筋川原地区ほか河川改修（管理

用通路・植栽）工事など２件を公

告した。入札参加希望者は入札参

加申請書を電子入札システムによ

り11日正午までに提出すること。

入札は25日を予定している。

▽二級河川川原川筋川原地区ほか

河川改修（管理用通路・植栽）

工事（簡易２型）

施行地　陸前高田市高田町字川原

地内ほか

工　期　225日間

工事内容　施工延長1009.9ｍ、舗

装工6110㎡、植栽工1583本、地

被類植付工7192鉢、張芝工3940

㎡

予定価格　１億426万5000円

入札参加資格　舗装工事Ａ級資格

者で、岩手県内に建設業法に基

づく営業所を有すること。アス

ファルトフィニッシャーのオペ

レーターは、自社（連結決算会

社または専ら自社の下請けを行

っている完全協力会社を含む）

雇用の者を配置できること。舗

装工事業に関する特定建設業の

許可を有していること

▽大船渡漁港海岸災害復旧（23災

県第520号被制御所）ほか工事

（簡易２型）

施行地　大船渡市大船渡町地内

工　期　2021年３月15日まで

工事内容　[被制御所Ｓ造平屋建

（延べ床面積31.37㎡）１棟・

被制御所Ｓ造平屋建（延べ床面

積35.08㎡）１棟・被制御所Ｓ

造平屋建（延べ床面積36.97㎡）

１棟・被制御所Ｓ造平屋建（延

べ床面積40.75㎡）１棟]建築工

事１式、電気設備工事１式、機

械設備工事１式

予定価格　9305万円

入札参加資格　建築一式工事Ａ級

資格者で、岩手県内に建設業法

に基づく主たる営業所を有する

こと。2004年４月１日以降に、

元請けとしてＳＲＣ造またはＳ

造の建築物の工事（ただし、主

要構造部を施工したものに限

る）を施工した実績を有するこ

と（特定共同企業体の構成員と

して施工した工事については、

出資比率が20％以上の場合のも

のに限るものとする）。建築工事

業に関する特定建設業の許可を

有していること。復興ＪＶ参加

可

▼以上２件

参加申請書の受付　2020年３月11

日正午まで

入札予定日時　2020年３月25日17

時まで

開札予定日時　2020年３月26日13

時

………………………………………

　県沿岸広域振興局大船渡地域振

興センターは３日付で、条件付一

般競争入札で実施する国・343号

ほか越戸内地区ほか道路災害復旧

（１災55号ほか）工事を公告した。

入札参加希望者は入札参加申請書

を電子入札システムにより11日正

午までに提出すること。入札は18

日を予定している。

▽国・343号ほか越戸内地区ほか

道路災害復旧（１災55号ほか）

工事

施行地　陸前高田市矢作町字越戸

内地内ほか

工　期　150日間

工事内容　復旧延長・越戸内（１

災55号）12ｍ、現場吹付法枠工

140㎡、植生基材吹付工110㎡、

復旧延長・舘ケ森（１災７号）

11ｍ、掘削工360㎥、植生マッ

ト工410㎡

予定価格　1813万4000円

入札参加資格　法面処理工事資格

者で、県南広域振興局（本局、

一関地区）、沿岸広域振興局（大

船渡地区）の区域に建設業法に

基づく主たる営業所を有するこ

と。吹付工に従事する技術者お

よび作業員の２分の１以上は自

社（連結決算会社または専ら自

社の下請けを行っている完全協

力会社を含む）雇用の者を配置

できること

参加申請書の受付　2020年３月11

日正午まで

入札予定日時　2020年３月18日17

時まで

開札予定日時　2020年３月19日13

時

………………………………………

県企業局　　　　　　　　　　　

　県企業局施設総合管理所は３日

付で、一般競争入札で実施する高

森高原・稲庭高原風力発電所巡視

点検ほか業務委託など２件を公告

した。入札参加希望者は申請書類

を11日17時までに提出すること。

入札・開札は18日に行われる。

▽高森高原・稲庭高原風力発電所

巡視点検ほか業務委託

施行地　一戸町女鹿地内ほか

期　限　2021年３月31日まで

入札参加資格　2019・20年度県営

建設工事競争入札参加資格者名

簿の電気設備工事Ａ級または電

気設備工事Ｂ級に登録されてい

る者で、県北広域振興局または

盛岡広域振興局の区域に主たる

営業所（建設業法（昭和24年法

律第100号）第７条における経

営業務の管理責任者を置く営業

所）を有すること。発電施設ま

たは変電施設に係る電気設備の

工事または保守業務の実績を有

すること

入札・開札時間　10時

▽高森高原風力発電所連絡線巡視

点検ほか業務委託

施行地　一戸町女鹿地内ほか

期　限　2021年３月31日まで

入札参加資格　2019・20年度県営

建設工事競争入札参加資格者名

簿の電気設備工事Ａ級に登録さ

れている者。送電施設または配

電施設に係る電気設備の工事ま

たは保守業務の実績を有するこ

と

入札・開札時間　10時15分

▼以上２件

申請書類の提出　2020年３月11日

17時まで

入札・開札月日　2020年３月18日

………………………………………

県立総合教育センター　　　　　

　県立総合教育センターは２日付

で、一般競争入札で実施する植栽

地維持管理業務を公告した。入札

参加希望者は申請書類を12日17時

までに、同センター総務担当に提

出すること。入札・開札は３月25

日13時30分。

▽植栽地維持管理業務

（７面へつづく）


